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はじめに

はじめに

　本書は、生命保険取扱者を対象として、生命保険とその周辺知識への理解をより深める

ために制作されたテキストブックです。プロがプロに向けてという意味で「生命保険 B２

Ｂ教本」と名付けました。

　年々複雑化する生命保険の基本的なしくみについて、できるだけわかりやすく紐解き、

生命保険の本質に迫るよう努めました。生命保険のしくみを表現するために、図やチャー

トをイメージとして用いています。

　また生命保険の周辺知識として、社会保障制度や生命保険に関係する税についても解説

しています。

　生命保険は、相互扶助を目的としてできた人類の英知の結晶だと言えるでしょう。この

素晴らしい発明をより深く理解して、生命保険を扱う人たちが自身の言葉でその魅力を発

信できるよう、本書をご活用いただければ幸いです。

令和３年　4月　井上健哉

本テキスト使用に関しての留意事項

　・ 本テキストは、令和３年（2021）３月１日現在の制度や法律に基づいて、作成

しています。

　・ 記載されている保険や保険用語（略語を含む）は一般的なものであり、生命保

険会社によって、名称や保障内容などが異なる場合があります。

　・ 例として記載している保険料、保険金、解約返戻金などの金額はイメージで、

実際の金額とは異なります。

　・ネット上を含め、無断転載を禁じます。

基本用語の省略記号

　　Ｓ……保険金額　Sum insured

　　Ｐ……保険料　Premium

　　Ｔ……保険期間　Term

　　ＣＶ……解約返戻金　Cash Value

　　ＴＰ……保険料の払込累計　Total Premium
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